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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月7日(2014.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体からの光束を集光する結像光学系と、前記物体からの光束を受光する受光部と、を
有する撮像装置であって、
　前記受光部は、前記結像光学系の光軸に垂直な第１の方向に長い矩形状であり、
　前記物体から前記受光部までの光路中に配置され、前記物体からの光束の分光特性を変
化させる多層膜面を含む調整手段を有し、
　前記第１の方向に垂直な断面内における前記光軸と前記多層膜面の面法線とのなす角度
をα、前記光軸と前記受光部に入射する最軸外主光線とのなす角度をθ、とするとき、
       ０．３θ＜α
なる条件を満足することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記受光部は、前記第１の方向に配列された複数の画素を含むことを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記受光部を複数有し、該複数の受光部は前記光軸と前記第１の方向とに垂直な第２の
方向において配列されていることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記物体を照明する照明手段と、前記物体からの光束を前記結像光学系に導く反射部材
と、を有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の撮像装置は、物体からの光束を集光する結像光学系と、前記物体からの光束を
受光する受光部と、を有する撮像装置であって、前記受光部は、前記結像光学系の光軸に
垂直な第１の方向に長い矩形状であり、前記物体から前記受光部までの光路中に配置され
、前記物体からの光束の分光特性を変化させる多層膜面を含む調整手段を有し、前記第１
の方向に垂直な断面内における前記光軸と前記多層膜面の面法線とのなす角度をα、前記
光軸と前記受光部に入射する最軸外主光線とのなす角度をθ、とするとき、
       ０．３θ＜α
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　読取手段１０６は、複数の受光部として夫々がＲ、Ｇ、Ｂ光を受光する主走査方向に複
数の画素を配列した少なくとも３つのラインセンサー（１次元センサー）を有している。
読取手段１０６の画素の並び方向（紙面垂直方向）が主走査方向（結像光学系１０５の光
軸に垂直な第１の方向）である。即ち、第１の方向に長い矩形状の上記複数の受光部は、
結像光学系１０５の光軸と第１の方向とに垂直な第２の方向に配列されている。分光特性
調整手段１０４は多層膜を透明基板に形成して構成されており、結像レンズ１０５と読取
手段１０６との間の光路内に、その多層膜構成面が主走査方向に平行な軸を中心に回転し
て光軸１０５ａに対して所定の角度αで配置されている。尚、分光特性調整手段１０４は
原稿１０１と読取手段１０６との間の光路中であれば、どこに配置しても良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　主走査方向（第１の方向）に垂直な断面内で、分光特性調整手段１０４の多層膜構成面
を光軸に対して垂直に配置した場合、本実施例における結像光学系１０５の主走査画角に
よって光軸上から最軸外にかけて約２３゜の入射角差が生じる。分光特性調整手段１０４
の半値波長は図２から入射角０゜のとき約６７５ｎｍ、入射角２３゜の場合約６３９ｎｍ
であり、軸上と軸外にかけてカット波長が３６ｎｍ異なり、出力画像も軸上と軸外で色味
の異なった画像になる可能性がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　［実施例２］
　図７（ａ）は本発明の実施例２の撮像装置をデジタルカメラに適用したときの要部概略
図である。図７（ａ）において被写体からの光は結像レンズ８０１をとおしてフィルムや
２次元センサー（イメージセンサー）といった受光手段８０２（図７に示されるように水
平方向の軸８０４の方向（第１の方向）に長い矩形状）に結像される。分光特性調整手段
８０３は図示しない被写体と受光手段８０２との間の光路上で、水平方向の軸８０４を中
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心に１０゜回転して配置されている。
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